
工 場 見 学 記

宝 酒 造 工 場 を 見 学 し て

短食二の一 柿本  庸 子

 夏の 日ざしの きっ 《照す7月13日 午後1時 ・正 門前 に集合9久 し擬 りの郊外学 習に恵

まれ ただけ に9そ れに もまして行 先は宝み りん工場 とハ リスチ ユーイ ンガム とあ っては…。

李常 の授業 で は見受 け られぬな ごやか さ と萌 るさ を乗 せ てバス は涼 風 を き りなが ら走つた。

ラジオか ら流 れ 《る侠 い音 榮 に一 寸 した ドライブ(?)気分 を味ってい る うちに9酒 で有 名な

酒 蔵の並ぶ伏 見の町へ と入つ た。 バ スはその 中で もひ ときわス マ ー トで心強 い鉄筋作 りの

宝 酒蔵伏 見工場 の前に 停つ た。 降 りた途端,プ ー ン とミリンの 甘い匂 いが 鼻 を 《す ぐっ 鵡

先ずエ レベ ー ター にの り四陛 の会議室 に於 て一 応の説 明 を聞か して いた だいた。 この宝酒

蔵での 生産能 力 は何 と全繭 の8割 を占めて い る らし いが ・戦 前年10万 以 上 も作った ミリ

ン も,境 在1/3位 であ り9目 下5万 石を目指 して い るそ うです0

 はて さて,如 何 な る理 由で戦 前に比べ 減少 したのだろ うか?祖 母 が科 理す る時,口 ぐ

せの 様に 「今 の若い 者 は,ど うして化学調味粧,化 学調 味料 と言づて 味 っけ して しま うの

だろ う。 龍 を画い て 目を入 れ るの を忘 れ たら,そ れ は もう龍 じやない。 麟理 も同 じこ とs

ミリンで味 っ け を しない と・… ㌔ 」 言ってい たの を覚 えて います。 み りんほ ど材料 の も

ち味 を出しs光 沢 を添え「味をひき立てて 《れるものはない 」 と。

 では9こ の祖母のほめるみ りんは どの様にして製造されるのか「一 見は百聞にしかず 」

と1ｺ 係の人の案内によって興味を もつ て見学させていただいた。

 ζの工場は鉄筋四階建て9三 四階は・一部を虞いて一緒に使いt上 か ら地下 まで願々に工

程が進んでいき ・すべ てが オ0ト メーシヨン化されていた。現在の匪の中では驚 《べ きこ

とではないが ・予想以上に立派な設備 と衛生的 であるのに感 〔}と驚きの 連発であった。
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原蹴 米ともち米順 白され舷 款 洗米機でガ≧亨ラと瀞 水畷 し電 《・ζ纏

圧力がまで蒸す。ここでミリンの本体 ともい うべきつやを出させるそ うだ6白 い蒸気と米

を蒸す匂いはか正月の餅つきを思い出させ ます。 この米は冷や した後ピカピカ光 る製麹室

へ運ばれ9こ うじとなります。 ここでモチ米の中の澱 粉と蛋白質を麦芽糖 とア ミノ酸に分

'
解する力をもつていて,ミ リン繍 嘱 味を隔 の略 謝 即 瓢 をしているそうだn

 次に仕込みタンウで焼酎を共にモチ米 とコウジを入 れ熟成 さすのだが ここでのあまりに

も大規模な樽の行列に目を見Exっ た。 これか ら圧搾機に入 りミηンをしぼ り出 します。残
                                        の

りの しぼ り粕 は 「こぼれ梅 」や奈 良漬 の原粧 にな るそ うで丸 この上澄 をろ過さ せ,ビ ン

や罐 に詰 め られて各 家 庭に送 られてrる ので あ る。

 「御飯 を炊rに も・一合炊{よ り も.....升,一升 よ りは一 斗 と多 《炊 けば 炊Cほ ど美味 しい。

この ミリンにっ いて も同様,大 量生産 すれ ばす るほ ど風 味が増 し9そ し て値段 も安 《な る

のです 」 と係の 人 のRRを 兼ね た説 明に うなづ き乍 ら…… 。

 今緩 とも9食 生活 の改 善 と共 に,食 卓に で もマスコ ッ トとして,ど ん なお輯 理 に で も使

え る様に なれば一 目一 日の 食fZも 一 層 の楽 しさが沸 いて 《るだ ろ うに 。

 この工場 を後 に して,バ スは再び私 遜 を乗 せて 大阪 のハ リスチ ユ ーイ ンガムエ場へ と向

つ たo

一14-一


